
 

 
 

 

 

 

 

 

 

本日、山中 竹春 横浜市長が、 

三原 じゅん子 内閣府特命担当大臣へ提案・要望を行いました 
 

本日（６月 19 日（木））、山中 竹春 横浜市長が、次のとおり国の制度及び予算に関する提案・

要望を行いましたので、お知らせします。 
 

１ 日時・提案先・提案内容 

 

２ 提案・要望の様子  ※写真データを希望される場合は、お問合せ先までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（三原 内閣府特命担当大臣） 

 

 

日時 提案・要望先  主な提案・要望内容 

６月 19 日（木） 

14 時 30 分 

～14 時 45 分 

こども家庭庁 

三原 じゅん子 

（みはら じゅんこ） 

内閣府特命担当大臣 

妊娠期から青年期までの切れ目ない支援について 

 妊婦健康診査費用の実態に即した全額国庫負担

による助成 

 出産費用の保険適用に係る丁寧な制度設計 

 多子世帯に対する保育料軽減制度の拡充 

 「小１の壁」打破に向けて横浜市が独自に実施

する取組への財政措置 

 子どもの医療費に関する全国一律の医療費助成

制度の構築 

令 和 ７ 年 ６ 月 1 9 日 
政策経営局広域行政課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

裏⾯あり 



 

 
 

３ 山中 竹春 横浜市長コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回の提案・要望書は以下のサイトでご覧になれます。 

 https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/bunken/yobo/yobo2025.html 

 

 

お問合せ先 

政策経営局大都市制度推進本部室広域行政課担当課長  池谷 祥子  Tel 045-671-2109 

 

このたび、三原 じゅん子 内閣府特命担当大臣に「妊娠期から青年期までの切れ目ない支援

について」を、提案・要望しました。 

具体的な項目として、「妊婦健康診査費用の実態に即した全額国庫負担による助成」「出産

費用の保険適用に係る丁寧な制度設計」「多子世帯に対する保育料軽減制度の拡充」「『小１

の壁』打破に向けて横浜市が独自に実施する取組への財政措置」「子どもの医療費に関する全

国一律の医療費助成制度の構築」についての課題を説明し、国への要望をお伝えしました。 

 

三原大臣には、本市の要望の趣旨をしっかり受け止めていただきました。 

 

このたびの提案・要望内容は、横浜市が目指す「子育てしたいまち」を実現するうえで、必

要不可欠なものです。 

国や県、周辺自治体等と緊密に連携して、最大の基礎自治体として、日本全体の課題解決

と活力の創出に貢献していくうえでも、国において、このたびの提案・要望をぜひ実現して

いただきたいと思います。 


